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新年 明けまして 

おめでとうございます 
 

 コロナ禍の中で静か 

な新年を迎えました。 

皆様も、一日も早い収 

束を願いつつ、ご家族 

揃って希望の年を迎え 

られたことと思います。 

 昔から、「一年の計は元旦にあり」と言われていま

す。毎年、昨年の反省の上に立ち、今年の目標を決め

ていますが、皆さんはどんな目標を決められたでしょ

うか？きっと今年も、新たな目標のもとに爽やかなス

タートをきられたことと思います。 

 さて、丑年の私の目標は、諺に『牛の歩みも千里』

（＝何事にも怠けず努力を重ねれば最後には成果が

えられるというたとえ）とあるように、一歩一歩コツ

コツと力強く、「昨日よりは今日、今日よりは明日」

という気持ちで前に進んでいきたいと思っています。

そして、附属幼稚園の目標である『子どもが一番 子

どもが真ん中 子どもに真っすぐ』に向かって、教職

員が一丸となって、日々、精進していき、丑年に相応

しい A5ランク級のステーキな１年にしていきたいと

思っています。とりわけ、１年の締めくくりでありま

す３月には、修園式と卒園式を控えています。全教職

員の力を牛牛（ギュギュ）っと結集して保育活動にあ

たり、その日を迎えたいと思っているところです。 

本年モ～、どうぞよろしくお願いいたします。 
 

新しい仲間も よろしく… 
       正門前の植木鉢 

      の間に小人さんの 

      人形が仲間入りし 

      て、園児の皆さん 

      の登・降園時に送 

      迎してくれます。 

       園児の皆さんの 

      「おはようござい 

ます」や「こんにちは」、「さようなら」などの挨拶

や声かけを待っているようです。 

また、中・高のテニスコート横の花壇には、うさぎ

（２匹）とリスがおります。ちょっと高さが低くて花

の中に埋もれてしまって見えにくいかもしれません

が、こちらの動物さんたちも園児の皆さんが横を元気 

に通るのを見守ってくれているようです。園

児たちには何も伝えていませんが…何人の園

児たちが発見してくれるのか、密かに楽しみ

にしているところです。ロータリーにも置き

たかったのですが、自動車の周回コースにあ

たり危険だったので、置いていません。 

 

 

 

 

 

 

 

コロナと感染防止対策 
 年末から年始にかけて新型コロナ感染症の

感染者数が急増してきています。東京では感

染者数が２千名超えも続き、関東の１都３県

には２月７日まで緊急事態宣言が発令されま

した。また、福岡県においても、感染者数が３

００名超えの日もあり、一気に急増してヒヤ

ヒヤドキドキの毎日を送っています。 

 これまでの国内の累計感染者数は約３０万

人にのぼりますが、年齢別の内訳を見てみま

すと１０歳未満の感染者数は比較的少ないよ

うです。ただ、国内の感染拡大に伴って１０歳

未満の感染者数も増加してきているので注意

が必要です。また、コロナウィルスの変異種が

広がってくれば、これまで以上に１０歳未満

でも感染する可能性が高まることも予測され

ます。本園では感染防止策として、 

⦿屋内でのマスク着用 ⦿３密をさける 

⦿こまめな手洗い６つのタイミング［文科省］

（①外から教室はいる時 ②咳やくしゃみ、鼻  

をかんだとき ③昼食の前後 ➃掃除の後 

⑤トイレの後 ⑥共有の物を触ったとき） 

⦿換気 ⦿消毒 等『新しい生活様式』（文科

省）に基づいて対策を講じているところです。 

子どもの感染症例の多く（約 75％の子ども）

が親からの感染であるというデータ（日本小

児科学会）も示されており、家庭内で子どもに

感染させている事例が多いということが分か

ります。そこで、大人も前述の防止策に加え

て、出来るだけ人混みや会食を避けるように

して、新型コロナウィルスを家庭内に持ち込

まないことが重要だと思います。つまり、子ど

もが感染しないように注意するには、大人が

感染しないようにすることが大切です。 

 


